
南海トラフ地震とは、駿河湾から日向灘沖にかけてのプレート境界を震源域とする巨大
地震のことです。南海トラフ地震は関東から四国・九州にかけて極めて広い範囲で著しい被
害が発生する可能性があり、震源に近い地域では、最大震度７、想定される津波高は最大 30
ｍ超と予測されています。 
過去の事例から約 90年から 150年の間隔で発生し、前回の南海トラフ地震は昭和東南海

地震（1944 年）と昭和南海地震（1946年）で、70年以上前に発生しました。最近の報道で、
政府は、静岡県から九州沖合にかけての南海トラフ沿いでマグニチュード８から９級の巨
大地震が 20年以内に起こる可能性が 60％に高まったと発表しています。 
南海トラフ地震について理解を深め、いつ起こるかわからない災害に備えましょう。 

南海トラフ地震は、間隔をおいて 
時間差で地震が発生することが知ら 
れています。過去の地震の多くは、 
東側・西側の両領域がほぼ同時か 
時間差をもって発生しています。 
今後も同様に発生する可能性があ 

るため、南海トラフ沿いで一度地震 
が発生した場合には注意が必要です。

南海トラフ沿いで異常な現象を観測したり地震発生の可能性が相対的に高まると気象庁
から「南海トラフ地震臨時情報」が発表されます。臨時情報は、南海トラフ地震臨時情報（調
査中）などのキーワードを付けて発表されますので確認しておきましょう。 

キーワード 各 キ ー ワ ー ド を 付 記 す る 条 件  

調査中 
■観測された異常な現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどう 

 か調査を開始した場合、または調査を継続している場合 

巨大地震警戒 ■南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界において M8.0 以上の地震 

 が発生したと評価した場合 

巨大地震注意 

■南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界において M7.0 以上、 

M8.0 未満の地震が発生したと評価した場合 

■想定震源域のプレート境界意外や、想定震源域の海溝軸外側 50 ㎞程度ま

での範囲で M7.0 以上の地震が発生したと評価した場合など  

調査終了
■巨大地震警戒、巨大地震注意のいずれにも当てはまらない現象と評価した 

 場合 

※南海トラフ地震に関するメカニズムや臨時情報について 

詳しく知りたい方は、内閣府や気象庁のホームページを 

ご確認ください。 

▲内閣府ホームページ ▲気象庁ホームページ 
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南海トラフ巨大地震

◆南海トラフ地震は複数回起こる可能性がある

◆南海トラフ地震臨時情報に注意！

災害から身を守るために　　　～南海トラフ巨大地震編～
震源は一宮町から離れていますが、津波高 

３m以上の地域に含まれているため南海トラ 
フ地震防災対策推進地域に指定されています。 

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒） 
または臨時情報（巨大地震注意）が発表され 
た場合、発生から１週間は後発地震に警戒し 
てください。 
臨時情報が発表されたら防災行政無線など 

で情報を発信します。発表された後の行動は、 
防災意識を高く持ち、普段の生活を行ってく 
ださい。後発地震が発生した際には、速やか 
に避難できるようにしましょう。 
浸水想定区域を確認し、地 

震発生から津波到達の約 70分 
以内に避難できるように備え 
てください。避難に間に合わ 
ない方は知人宅や親戚宅に事 
前に避難しておくことも有効 
です。

【一宮町の被害想定】 
地震の最大震度は５弱、津波は沿岸部で
６m以上、地震発生から約 70分で到達す
ると予測されています。 

▲ちば情報マップ 

詳しい浸水想定区域はこちら 
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◆町も南海トラフ地震防災対策推進地域に

◆臨時情報が発表されたらどうする？

【問合せ】総務課　☎（42）2112
災害から身を守るために　　　～南海トラフ巨大地震編～

南海トラフ地震津波浸水想定図


